
ら
ざ
る
、
両
者
何
れ
も
不
可
、
而
も
英
の
何
れ
沿
も
多
p
、、手に

L
仁
臼
分
で

あ
る
事
存
時
現
念
乍
ら
告
白
n

し
て
、
後
轍
の
誠
め
に
侠
へ
て
置
く
。

企
治
生
産
業
皆
同
順
正
法
主
設
か
れ
た
級
文
は
明
か
に
法
華
経
が
枇
舎
生
活
の

上
に
活
矛
て
ゐ
る
所
で
あ
る
。
文
筆
・
の
業
は
雅
人
予
閑
人
の
道
融
市
で
は
無
い

奇
人
徳
燈
の
徒
に
取
っ
て
文
書
の
努
力
は
正
し
く
五
日
開
法
師
の
量
百
潟
行
で
あ

ら
A
は
な
ら
伯
G

丈
島
a

部
の
理
組
が
遠
大
に
、
そ
の
質
調
切
が
最
近
e

い
、
夏
に

部
い
は
諮
干
の
内
容
め
売
…
賞
J

々
、
＼
切
に
断
っ
て
摘
診
す
る
。

（
宗
祖
犯
般
市
曾
慶
修
十
二
日
夜
U

圃

降

誕

曾

記

事

集
の
野
山
に
禁
怒
い
豆
島
に
包
ま
れ
て
、
碧
瑠
璃
の
如
き
岩
清
水
、
員
自

な
蓮
岨
輩
、
淡
紅
心
一
梅
花
、
強
々
な
瑞
相
・
い
迎
へ
ら
れ
て
、
践
が
伏
同
胞
の
微
笑

ん
だ
一
一
嬰
鬼
が
鰐
て
日
本
凶
の
柱
、
杖
、
眼
目
、
大
般
に
な
ら
う
さ
は
！
由
望

者
の
追
慕
は
信
力
で
あ
る
、
資
算
六
十
合
同
峯
に
よ
ド
っ
て
御
尖
母
ら
憾
ぱ
也
ら

れ
雲
燈
た
御
略
家
遊
J

ご
さ
れ
わ
い
、
此
の
身
廷
に
集
ふ
れ
王
国
々
は
今
設
に
第
六

百
円
九
十
七
凶
の
聖
誕
ル
霧
グ
奉
り
一
一
府
這
援
を
新

ι・
し
十
い
の
で
あ
つ
れ
。
例

年
の
知
告
祝
賀
合
、
t
本
年
は
木
の
香
幽
・
し
き
新
築
校
舎
で
催
さ
れ
れ
銭
か
特

別
の
泊
か
さ
脹
は
・
し
さ
で
あ
つ
れ
。
校
舎
内
外
の
装
飾
は
総
て
鼎
斬
新
な
意
匠

に
成
り
、
先
づ
中
一
の
作
れ
る
た
緑
門
た
入
れ
ば
校
庭
に
は
縦
横
苗
阿
国
旗
た

幅
減
り
一
段
の
盛
観
た
添
へ
れ
c

午
前
八
時
、
師
徒
一
同
組
師
堂
に
於
て
厳
粛
な
一
壌
の
法
慈
ヤ
管
み
、
後

三
々
五
々
各
自
参
拝
人
の
接
待
役
に
付
ド
れ
場
内
に
は
背
紅
白
の
崎
市
，
事
硲
拡

綴
・
し
毅
問
の
中
両
国
に
揚
げ
ら
れ
乙
は
面
貌
函
滅
の
本
多
一
服
十
間
凶
函
に
紅
白

の
段
幕
付
つ
張
り
・
し
は
高
等
部
生
の
仲
口
調
1
也
前
待
所
今
日
PJ
車
部
曾
じ
列
ぜ
ん
さ
し

て
集
ま
れ
る
夙
縁
薬
品
目
の
衆
心
身
共
に
酸
酬
の
鑓
味
に
酔
U
、
法
悦
潟
爵
芝

、
し
て
室
内
に
入
る
。
第
七
教
携
に
入
れ
ぼ
中
等
部
一
一
年
の
催
し
に
か
、
る
易

延
山
高
座
石
七
両
天
女
示
現
の
飾
物
ム
ハ
老
四
授
ら
始
め
、
驚
天
動
地
の
大
婦
一

狽
一
滴
の
法
雨
に
狂
悦
也
る
七
面
の
蛇
身
、
参
観
者
一
同
六
百
年
前
の
法
隆

ι淫
り

L
が
如
〈
設
明
録
士
の
熱
舌
－
い
酔
ぴ
一
語
も
崩
事
守
る
看
は
な
か
っ
十
日

先
づ
近
来
の
大
傑
作
で
め
っ
ト
ト
、
突
は
第
大
教
室
中
等
部
三
平
岡
丘
干
の
一

部
（
り
作
じ
か
益
る
由
比
ケ
演
訣
別
の
揚
山
法
師
が
海
坊
主
に
成
ら
ん
さ
・
し
れ

不
自
然
さ
は
晶
画
然
で
何
Z
な
〈
殺
風
景
で
あ
つ
れ
、
然
・
し
な
が
ら
教
ゆ
る
も

の
得
ふ
る
も
の
は
師
弟
の
道
さ
孝
子
の
範
で
、
日
ハ
味
ふ
可
き
作
で
め
つ
に
。

第
六
教
室
は
中
等
部
四
年
及
五
年
一
部
の
合
催
小
室
善
智
法
印
蹄
伏
へ
り
場
民

事
風
雅
な
背
景
で
、
車
母
た
仕
か
げ
れ
萩
の
餅
Z
も
知
ら
う
筈
が
な
い
、
嬉
し

ま
ぎ
れ
に
頂
戴
・
し
仁
斑
犬
は
吐
血
し
て
グ
ン
ナ

q
へ
れ
ば
っ
て
ゐ
る
．
邪
鬼

に
普

L
め
る
法
印
は
m
T
伏
し
ぐ
深
刻
な
る
悔
悟
b
－
し
て
ゐ
る
、
叉
愛
す
可
、
予

作
で
あ
つ
れ
。
倫
階
上
塗
口
に
は
知
説
修
行
者
熱
原
長
四
郊
の
大
幅
等
皆
批
評
》

税
者
ル
・
し
て
唯
着
ゃ
い
ら
’
し
め
に
。
叉
第
一
、
二
‘
一
二
の
教
惜
明
日
活
日
の
訟
演
場

扱
い
六
十
除
鮎
よ
り
成
る
選
所
展
覧
届
仰
に
充
て
旬
、
れ
午
後
よ
り
亀
日
教
授
中

村
講
師
の
譲
渡
め
り
、
来
曾
者
七
百
有
徐
名
周
五
時
一
岡
山
W

大
努
力
で
無
事

終
了
4

申
告
げ
れ
。
更
に
同
六
時
事
生
一
同
大
客
殿

ι舎
・
し
て
祝
賀
茶
話
曾
を

催
乙
併
ぜ
て
選
書
賞
典
授
血
ハ
式
あ
り
、
中
高
雨
部
の
総
代
演
説
あ
り
引
媛
、
J
J

同
入
時
か
ら
は
法
宣
口
堂
に
て
数
番
の
銭
輿
あ
り
・
蓄
音
機
聖
徳
浪
花
街
‘
西

洋
大
奇
術
、
新
書
官
合
併
仁
輸
加
溝
正
公
御
別
盆
現
代
宗
教
劇
「
由
臓
の
め
さ
」
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世
曹
或
る
時
は
顕
在
解
合
、
成
る
時
は
腹
か
抱
へ
、
或
る
時
は
随
喜
L
、
或
る

時
は
紳
々
し
さ
に
打
ト
ト
れ
観
者
一
一
一
百
除
名
に
達
し
・
和
気
霧
々
の
径
に
蔦
歳

三
唱

L
て
散
曾
du
’
し
ぼ
十
二
時
、
憶
能
障
例
倶
に
法
盆
深
大
な
り
し
骨
同
日
の
降

誕
曾
ょ
。

圃
富
士
五
山
静
岡
地
方
修
皐
族
行
記

五
月
二
十
五
日
．
此
日
犬
養
く
晴
る
、
四
山
の
高
嶺
淡
霧
に
封
ぜ
ら
れ
四

河
の
流
れ
滑
h
q

一
安
あ
り
、
東
天
示
に
白
ま
ず
、
山
風
蓬
々
山
風
気
骨
に
徹
す
る

頃
、
吾
組
山
鍵
見
旋
行
隊
出
り
一
一
行
は
会
員
三
十
五
名
、
関
本
敬
一
政
悶
附
中
村

の
両
先
生
大
野
、
脇
本
、
杉
本
、
役
謀
翁
師
引
率
の
下
に
放
途
に
付
く
、
四
時

祖
師
堂
前
集
合
音
吠
進
一
免
法
・
味
た
獄
吋
し
、
道
中
安
泰
守
祈
り
太
野
山
い
肉
ふ
。

五
時
舟
人
の
一
竿
に
身
命
を
託
す
、
日
阪
に
上
り
れ
れ
ど
も
‘
℃
商
山
腹
の

雲
隠
光
ら
受
げ
て
黄
紫
4

暗
号

L
彩
串
山
崎
材
に
流
れ
ん
さ
欲
す
、
必
の
山
彼
の
雲

一
冗
亀
年
間
割
居
の
英
雄
信
主
ル
践
に
は
如
何
に
影
ぜ
し
か
舟
単
品
ル
鳴
む
事
数

度
幸
な
る
哉
湖
国
曜
の
鬼
さ
も
な
ら
？
．
八
時
芝
川
着
舟
ル
捨
て
隊
た
整
へ
西

山
本
門
寺
じ
重
る
。
件
付
品
す
は
L
A
川
け
桜
中
前
般
の
建
立
自
代
上
人
の
開
基
、
一
ニ
堂
具

足
も
悲
哉
租
帥
堂
の
み
現
存
す
‘
寂
案
一
れ
れ
る
老
形
骸
・
い
う
わ
ト
‘
今
昔
の
感
円
い

打
わ
れ
れ
涜
沸
去
る
に
忍
び
ざ
り
き
。
其
れ
よ
り
十
五
町
に

L
て
弘
法
山
三
押
印

寺
に
至
る
、
時
に
十
一
日
階
、
山
主
の
御
厚
意
に
依
り
香
茶
ル
頂
戴
し
山
奥
よ

り
運
搬
苧
し
竹
皮
色
合
叩
関
p
＼
炎
熱
加
わ
る
さ
共

ι意
気
盆
＃
盛
な
り
。
正

午
富
士
山
妙
建
寺
参
斧
‘
開
基
は
日
華
上
人
、
南
傑
殿
山
り
建
立
．
老
樹
穆
蒼
さ

ιて
堂
塔
厳
備
す
院
籍
の
背
争
犠
あ
る
司
会
事
別

ιて
身
延
山
一
行
主
聞
く

か
ら
に
は
近
体
聞
に
南
傑
殿
御
夫
婦
の
御
墓
わ
り
さ
開
げ
ど
も
詣
で
？
、
抽
出
慢

さ
L
て
歩
た
進
め
大
石
寺
に
肉
ふ
、
一
時
十
分
着
、
総
門
内
両
側
に
十
三
筒

坊
整
然
列
ル
錫
す
、
宗
門
専
門
道
場
た
右
手
に
見
っ
、
組
師
堂
に
品
会
簿
、
法

味
献
上
す
、
蛍
山
は
大
日
選
挙
山
大
万
守
主
携
す
、
三
堂
粛
然
さ
・
し
て
褒
を

並
べ
宏
批
な
る
伽
藍
は
富
岳
君
臨
割
照
の
妙
ら
得
、
能
く
興
師
4
V

同
年
の
妊
固
た

諮
る
、
御
厚
怠

ι依
り
貨
物
斧
視
を
許
き
る
、
山
主
阿
部
日
正
郎
清
浄
の
大

衆
々
統
・
し
荏
殿
に
関
扉
也
ら
る
「
叉
・
知
一
忠
之
総
値
浮
木
孔
」
情
激
す
る
時

は
語
一
通
ら
ざ
る
か
得
ず
、
只
数
反
の
唱
題
じ
て
献
縞
す
、
一
同
霊
感

ι打
仁

z。
言
無
〈
語
総
〈
文
字
無
L
、
首
山
会
管
制
隣

d
u
Lは
四
時
牛
、
時
に
ゆ
雨
降

り
来
る
．
宗
祖
常
住
不
滅
の
御
涙
か
興
骨
骨
遁
場
影
現
の
御
調
mhh
各
自
の
感

興
奮
外
に
在
り
、
十
有
総
1
・
ド
，
し
て
北
山
本
門
寺
に
至
る
、
常
寺
は
日
法
上

人
開
基
永
仁
六
年
二
月
十
大
白
木
門
一
一
堂
建
立
後
堂
宇
の
興
亡
盛
哀
屡
今
は

庫
裡
及
仮
本
堂
あ
り
、
門
前
に
致
す
捗
の
老
杉
門
内
・
い
一
者
機
樹
め
り
、
皆

興
骨
骨
の
御
手
植
さ
俸
ふ
、
本
堂
十
相
官
語
手
に
興
意
御
茶
昆
所
並
御
廟
Em
身
延
山

温
存
日
澄
よ
人
御
墓
等
あ
り
、
左
手
動
車
丁
に
L
て
玉
樹
山
正
林
寺
あ
り
、
是

れ
項
骨
骨
際
世
の
地

ι・
し
て
御
母
公
妙
常
日
妙
御
妹
乙
御
前
妙
同
四
尼
さ
ま
（
に
御

墓
所
在
り
。
鳴
呼
、
千
載
不
舎
の
人
さ

L
て
詐
さ
れ
ず
、
尖
泣
き
子
泣
き
滅
後

門
F
の
紅
涙
浴
槽
探
り
L
泣
銀
官
官
！
叉
日
実
上
人
腰
世
間
の
石
積
威
の
梨
嚢
須
檀

林
跡
ゐ
り
、
頃
は
孟
安
元
年
の
澄
み
怒
れ
月
の
夜
に
寂
塞
た
唆
っ
て
劇
々
さ

響
く
輿
骨
骨
捕
時
法
鎗
の
御
聾
が
ぴ
れ
さ
止
つ
れ
．
ロ
っ
さ
我
ば
鯖
つ
れ
尊
師
は

毎
年
総
林
曾
の
際
に
棲
樹
の
下
の
石
に
窓
ふ
て
は
正
御
影
－
り
奪
抽
出
た
伏
斧
す

る
身
さ
な
ワ
土
防

E
－い

L
て
遺
骨
骨
の
御
率
一
訓
げ
に
墓
組
門
下
の
生
げ
あ
亀
鑑
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